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大分県土木建築部長期計画

１　基本理念

２　県土づくりの3つの分野　

１　安心な暮らしを守る強靱な県土づくり

■ 治水対策の推進

■ 土砂災害対策の推進

■ 地震・津波、高潮対策の推進

■ 交通安全対策の推進

■ 社会資本の老朽化対策と適切な維持管理

■ 危機管理体制の充実

２　活力と潤いのある魅力的な地域づくり

■ 快適な都市空間の形成

■ 潤いのある水環境の創出

■ 快適な住まいづくりの推進

■ 「おんせん県おおいた」のツーリズム支援

３　発展を支える交通ネットワークの充実

■ 広域道路ネットワークの構築

■ 地域道路ネットワークの充実

■ 海上輸送拠点の強化

１　県民参加型行政の推進

２　効率的・効果的な事業の推進

３　自然環境・周辺環境への配慮

４　人づくりの推進

　豊かで美しい自然や景観の保全・形成するために、自然環境や景観への配慮、循環型社会や低炭素社
会の対応に取り組みます。

　社会資本の整備や維持管理及び災害時の対応を地域で支える建設業の担い手確保・育成に取り組みま
す。また、土木建築部職員の人材育成にも取り組みます。

　限られた予算の選択と集中による有効活用や事業の透明性確保等のため、事業実施の各過程（計画・
設計・工事・維持管理）において事業評価、価値向上、品質確保、事業執行マネジメントの取組を実践
します。

　地域の意見やニーズを取り入れ、利用者の満足度を高めるため、構想・計画・実施・管理の各プロセ
スにおいて、地域住民等との協働や県民の要請に対する迅速な対応を実施します。

おおいた土木未来
　　と　　　き　　　め　　　き

プラン２０１５
（計画期間：平成28年度～36年度の9年間）

　「景観十年、風景百年、風土千年」（「風土工学」富士常葉大学：竹林征三）という言葉が表すよう
に、技術が生み出す価値は未来への種であり、それを芽吹かせ、育て、やがてその地の風土となって人々
の生活に溶け込んでいくことが社会資本の理想の姿です。
　世代を超えて、「関わった人・造った人の想い（生命）がこもり、利用する人々の安全・安心（生命）
が守られ、次世代の人々（新しい生命）がその価値を讃える」ような“生命を紡ぐ県土づくり”を進めま
す。

　各施策の推進に当たっては、共通の基本的な考え方や留意事項として掲げた4つの視点に立って行いま
す。

　社会資本の整備を進めるに当たっては、具体的な施策として3つの分野に織り込み、安心な暮らしを守
り、地域の活力と発展を支える県土づくりを進めます。

３　取組に当たっての視点
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１　治水対策の推進

２　土砂災害対策の推進

３　地震・津波、高潮対策の推進

４　交通安全対策の推進

５　社会資本の老朽化対策と適切な維持管理

６　危機管理体制の充実

１　快適な都市空間の形成

２　潤いのある水環境の創出

３　快適な住まいづくりの推進

４　「おんせん県おおいた」のツーリズム支援

１　広域道路ネットワークの構築

２　地域道路ネットワークの充実

３　海上輸送拠点の強化

第1章

県土づくりの３つの分野

第１節 安心な暮らしを守る強靱な県土づくり

第２節 活力と潤いのある魅力的な地域づくり

第３節 発展を支える交通ネットワークの充実
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                 【避難勧告発令の目安となる基準水位見直しのイメージ】  

 

   

●治水ダムの整備 

  安心な暮らしを守る強靭な県土づくり 第１節 

１ 治水対策の推進 

・これまで３度（昭和５７年、平成

２年、平成２４年）の大水害を受け

た竹田市街地を浸水被害から守る

ため、玉来ダムの早期完成を目指

し、本年度は本体工事に着工しま

す。 

・大分川ダムについても早期完成に

向けて取り組みを継続します。 

●適切な避難行動への支援 

転流トンネル呑口 
定礎式（H28.2） 

●河川改修 

●河床掘削 

・浸水実績を踏まえ、２０河川２３

箇所で護岸・堤防や川の流れを阻害

している河川内の横断工作物の改築

を行います。 

・背後地の土地利用や浸水実績等を

踏まえ、２４箇所で断面を阻害して

いる土砂を撤去します。 

河川改修により過去に浸水被害が発生した１８地区の対策完了予定 

向野川 

（施工前） （施工後）

拡幅 

大分川ダム 

項目＼年度

仮設工

貯水池止水対策

管理用道路

本体工

H33 H34H27 H28 H29 H30 H31 H32

基礎掘削
本体コンクリート

転流トンネル 上流仮締切堤 ２次転流トンネル閉塞

管理用道路

諸工事（天端橋梁、導流壁、護岸）

試験湛水

貯水池カーテングラウチング

工事用道路

準備工

トップセミナー 共同点検 

・洪水時の確実な避難行動を支援

するため、１７河川において、避

難勧告発令の目安となる基準水位

の見直しを行いました。併せて、

各市町村に対するトップセミナ

ー、共同点検、水害対応チェック

リストの作成を行いました。 

 

有田川 
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●警戒避難体制の整備 

  安心な暮らしを守る強靭な県土づくり 第１節 

２ 土砂災害対策の推進 

基礎調査箇所の大幅増！ 

平成 26 年の広島県で発生した土砂災

害を受け、本県でも土砂災害警戒区域の

指定を加速するため、指定に向けた基礎

調査の予算・人員を大幅に増強し、平成

31 年度までの完了を目指しています。今

年度は上半期までに約2,700箇所におい

て調査に着手しています。 

 また、警戒避難体制の整備を促進する

ため、市町村のハザードマップ作成を支

援するソフトを開発しました 

548 箇所(H26)→2,700 箇所を調査中    

土砂災害ハザードマップ作成の支援 土砂災害警戒区域等の指定状況及び今後の方針 

【急傾斜地崩壊対策事業 
：下黒土地区（豊後高田市）】 

基礎調査の状況（宇佐市） 

19,640箇所 

3億 

9億 

16億 16億 

20億 20億 

【砂防事業：中野川(玖珠町)】 

●砂防施設の整備 

病院・社会福祉施設等の

要配慮者利用施設や地域

防災拠点等を優先的に整

備し、今年度は上半期まで

に玖珠町の中野川の砂防

ダムなど５箇所が完成す

る見込みです。 
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●地震・津波・高潮対策の推進 

  安心な暮らしを守る強靭な県土づくり 第１節 

３ 地震・津波、高潮対策の推進 

地震・津波・高潮対策は、

近年発生が懸念されてい

る南海トラフ地震に加え、

今年度発生した熊本地震

を受け、円滑な救急・救援

活動や緊急物資の輸送、復

旧活動の支援等において、

重要な役割を果たす緊急

輸送道路上の対策をはじ

め、多岐にわたり、その取

組を着実に進めることが

重要です。 

【取組紹介】 

橋梁耐震化の取組 

 

県内に架かる長大橋と道路改良事業等

により架け替えを行う橋梁以外について

の耐震化はほぼ完了しており、平成２７

年度までに１７０橋の耐震化が完了して

います。 

対策未完了の２２橋については、今年

度設計、耐震化工事、道路改良による架

け替え等を行い、事業の進捗を図ります。 

平成２８年度は２橋の橋梁耐震化が完

了する見込みとなっており、完了率は８

９．６％となる予定です。 

耐震補強の事例（大在大分港線 家島橋） 

落橋防止装置の設置 

 

 

土木建築部の主な取組
施　設 対　策

・ 地区別道路啓開実施計画の策定

・ 啓開ルート上ののり面崩壊対策

・ 緊急輸送道路における橋梁耐震化

・ 緊急輸送道路における無電柱化

河川 ・ 海岸施設の耐震性能調査及び耐震対策設計

砂防 ・ 既存の砂防施設の老朽化対策

・ 耐震強化岸壁の整備

・ 護岸・堤防の嵩上げや液状化対策等の耐震補強

都市公園 ・ 広域防災拠点としての機能強化に向けた大分スポーツ公園の整備

下水道 ・ 下水道処理施設や管路の耐震化に向けた市町村の取組強化

・ 耐震診断・改修に対する支援

・ 県営住宅のガス管耐震化

・ 大規模盛土造成地の変動予測調査

特定建築物 ・  ホテル・旅館等の特定建築物の耐震改修に対する支援

・ 県庁舎受電設備の高架化

・ 県有施設の吊り天井の耐震化

道路

港湾

住宅・宅地

県有建築物
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  安心な暮らしを守る強靭な県土づくり 第１節 

４ 交通安全対策の推進 

●学校や警察と 

連携した合同点検 

 学校関係者や警察と連携し、

点検を行って路肩のカラー化

など道路利用状況に応じた効

果的な交通安全対策を推進し

ます。 

 平成２８年度も各市町村に

おいて通学路合同点検を実施

し、対策が必要な箇所を抽出

し、交通安全対策を推進しま

す。 

●事故危険箇所等の対策 

 交通事故発生割合が高い箇

所等を事故危険箇所に指定

し、集中的な事故防止対策を

推進します。 

 平成２８年度については、

事故危険箇所未対策箇所３箇

所のうち、２箇所について対

策完了予定です。 

一般県道新城山香線 歩道整備 一般県道大分港線 自歩道内分離 

県管理道におけ

る法指定通学路 

の歩道等整備率 

H28.3 74.7％ 

通学路合同点検実施状況（中津市） 
路肩のカラー化による対策 

     国道３８８号 佐伯市 

 

減速路面標示による対策 

別府庄内線（別府市） 

減速路面標示による対策 

国道２１０号（大分市） 

●歩道等の整備 

子どもが安心して通学でき

る環境を整備するため、法指

定通学路の歩道等を整備し

ます。 

道路の利用状況に応じ、歩行

者と自転車の分離を図りま

す。 
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  安心な暮らしを守る強靭な県土づくり 第１節 

５ 社会資本の老朽化対策と適切な維持管理 

●老朽化対策（アセットマネジメント） 

・ 施設の点検・診断を着実に進めながら、各施設の長寿命化計画を策定し、適切なタイミ

ングで補修・補強・更新を実施する「アセットマネジメント」の取組により、持続可能

で効率的な維持管理を推進しています。 

・ 点検については、平成２６年度までに主要１６施設の１巡目点検が完了し、長寿命化計

画については、橋梁やトンネルなど１３施設を平成２７年度までに作成しました。平成

２８年度は、残り３施設の長寿命化計画策定を完了させ、アセットマネジメントの取り

組みを引き続き進めていきます。 

【橋梁の点検状況】 
国道 326 号（豊後大野市） 

【トンネル点検状況】 
県道白丹竹田線（竹田市） 

Co 剥離､鉄筋露出 

対策：断面修復工 

（ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ） 
【橋梁の補修状況】 
県道三重新殿線（豊後大野市） 

●適切・効率的な維持管理 

・ 道路、河川、港湾、砂防等の日常の維持管理を適切に行い、安全・安心で快適な暮ら

しを支えます。 

・ 道路パトロールや河川巡視などを着実に行い、異常箇所の早期発見に努めています。 

・ 出水期前までに河川堤防や土砂災害の恐れのある箇所の目視点検を行っています。ま

た、夏季の河川施設利用者が増える前に市町村など施設管理者と共同で河川プール、

河川公園、親水護岸、遊歩道等の安全点検なども実施しています。 

   
異常箇所の早期発見・補修  道路の草刈り       中央分離帯の防草対策 

実施前      実施後 
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  安心な暮らしを守る強靭な県土づくり 第１節 

６ 危機管理体制の充実 

●平常時の取組の充実・強化 

・災害時の緊急輸送体制の早期確保のために、平成２７年６月に策定した「大分県道路啓開

計画」に基づき、平成２８年度末までに各地区の「地区別実施計画」を策定しています。 

・熊本地震では大分港、別府港において支援物資が到着しました。発災時にその機能を維持

又は早期復旧するための事業継続計画（港湾ＢＣＰ）の充実を図ります。 

     

国土交通省中部地整「清龍丸」      国土交通省近畿地整「はやたま」 

●災害発生時の体制の充実・強化 

平成２８年熊本地震による経験を踏まえ、従来からの施設の緊急点検や応急対応などの対

応に加えて、災害発生後の初動の情報収集方法の充実を進めています。また、今回の災害対

応の経験を踏まえて、「危機管理マニュアル」等の見直しを進めています。 

（１）上空からのヘリコプターによる被害状況の把握 

（２）航空写真撮影による被害状況の把握 

（３）ドローンによる被害状況の把握 

       

ヘリコプターによる被害状況の把握      被災状況の上空写真       ドローンの導入（7月） 

●情報提供の充実・強化 

 分かりやすい災害関連情報の積極的な提供を進めるためにホームページでの発信など県

民への啓発活動などを進めています。 

 

雨量・水位観測情報    http://www.pref.oita.jp/soshiki/17200/uryou.html 

土砂災害危険度情報    http://sabo.pref.oita.jp/dosya/index.html 

道路規制情報提供サービス http://dourokisei.pref.oita.jp/ 
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  活力と潤いのある魅力的な地域づくり 第２節 

１ 快適な都市空間の形成 

●都市の骨格となる道路整備 

・慢性的な交通渋滞の緩和を図る道路

整備を推進します。 

・別府市内においては、(都)山田関の

江線の道路整備により、中心市街地

のボトルネックの解消や慢性的な

渋滞緩和を図ります。 

●道路空間の再生 

・道路の拡幅や既存の道路敷内におけ

る幅員構成の見直し、歩道整備、バ

リアフリー化、街路灯の統一、電線

類の地中化などを実施し、質的向上

を推進します。今年度は、臼杵市の

(都)祇園洲柳原線等の道路整備に

より、事業の進捗を図ります。 

・各都市圏内において、快適で安心な

道路空間の形成のため、道路の拡幅

や自歩道等の新設等により歩行者

等の安全が確保された道路の整備

を推進します。 

《完成ｲﾒｰｼﾞ》 【(都)祇園洲柳原線(南工区)】 

ボトルネック解消（(都)山田関の江線：別府市) 

拡幅 
拡幅 

ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ箇所 

渋滞の状況 

●都市公園の整備 

・大分スポーツ公園に武道等のスポー

ツ振興や、広域防災拠点等の多目的

に利用できる屋内スポーツ施設を

建設します。 

※屋内スポーツ施設の建設につい

ては、第３章「土木未来プロジェク

ト」を参照。 

・大銀ドームではラグビーワールドカ

ップへ向けて、老朽化した照明や音

響の更新、屋根の鉄骨再塗装などを

行います。 

アリーナ照明

拡大

照明 

 
音響 

屋内スポーツ施設のイメージパース図 

 
施設改修 

【(国)５００号】 《完成ｲﾒｰｼﾞ》 

無電柱化 
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  活力と潤いのある魅力的な地域づくり 第２節 

２ 潤いのある水環境の創設 

◆ 下水道の日に合わせた普及・啓発活動 ◆ 

◆ 各種イベントでの普及・啓発活動 ◆ 

●生活排水処理対策 

「大分県生活排水処理施設整備構想 2015」に

基づき市町村と連携し生活排水処理対策を

推進しています。 
・下水道整備や合併処理浄化槽への転換を推

進する市町村に支援しています。 
・整備に時間を要する下水道区域は浄化槽区

域へ変更するなど、市町村に効率的な整備手

法への見直しを促しています。 

◆ 親水空間の創出 ◆ 

H28.7.23 田ノ浦ビーチ 

 「マリーンスクール‘１６」 

●良好な河川・海岸環境づくり 

・多様な生物が生息・生育する水辺の保

全や復元、人と水とのふれあいの場の創

出など、水辺環境の整備に努めています。 

●住民参加の水環境づくり 

・地域住民が参加する生活排水処理対策等

の水環境づくりを推進するため、関係機関

が連携して啓発活動を実施しています。 

・H28.6.28 川添小学校 

◆ 小学校への出前講座 ◆ 
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住戸内バリアフリー（段差なし 引戸の採用 WC・浴室・玄関に手すり設置）が標準です。 

   1 階は高齢者対応タイプとなり、加えて玄関入口の引戸、浴室・便所の緊急通報システムが標準です。  

 

 

 

 

 

 

      

    

和風便器を洋風便器に交換して段

差をなくし、手すり、非常呼び出し

ボタンを設置します。 

  活力と潤いのある魅力的な地域づくり 第２節 

３ 快適な住まいづくりの推進 

●県営住宅の建替 

城南北ブロック建替工事に平成 27 年度から着手し、平成 28 年度に HRR-2 棟 42 戸が完成予

定です。 

段差のない移動経路、手すり設置及びエレベーター設置により、高齢者や障がい者にも安心

で安全な住環境を提供します。 

●県営住宅の改善 

劣化の程度が大きいものについて、優先的に外壁や防水等改修工事を実施し、建物の長寿命

化を図ります。 

エレベータの設置されていない県営住宅の１階部分の住戸において、浴室やトイレに手すり

や給湯設備等を設置し、 高齢者の利用に配慮した改善工事を行います。 

浴 室 

トイレ 

浴室の床をかさ上げして段差をな

くし、手すり、給湯器、シャワーを

設置します。 
改修前 

改修前 

改修後 

改修後 

建替前 建替後（工事中） 

－11－



 

 

 

 

 

 

 

 

●主要な観光地を結ぶ道路整備 

・主要な観光地間を周遊するルートや地域道路ネ

ットワークを構成する主要な観光地へのアクセ

ス道路について整備を進めます。 

・平成２８年度からは、新たに新城山香線梅ノ木

南工区などに事業着手しました。 

  活力と潤いのある魅力的な地域づくり 第２節 

４ 「おんせん県おおいた」のツーリズム支援 

●良好な景観の保全・再生・創出 

・本県の恵まれた自然景観や文化を観

光資源として活かすため、昨年４月

～７月にかけて全国から誘客を図っ

たディスティネーションキャンペー

ンを契機に行った主要観光ルートの

支障木伐採や防護柵の更新を引き続

き実施します。 

●おもてなしの道路管理 

・観光地へのアクセスルートにおいて、道路案内標識の英語標記適正化(※１)を進め、また、

消えかけた区画線の更新（※２）を実施し、来県者が目的地まで分かりやすく、安全に運転

できる道路環境の創出・維持に取り組みます 

●観光施策等と連携した取組 

・県が推進する「ツーリズム戦略」などの観光施

策等と連携し、魅力ある道路環境の整備等に取

り組みます。 

・スポーツツーリズム支援として、別府一の宮線

（九重町大字田野 延長約 2km 区間）におい

て、路肩拡幅等による道路環境整備(トレーニ

ングコース整備)を実施します。 

※２《区画線の更新事例》別府一の宮線（由布市湯布院町川上） 

《防護柵の更新、支障木伐採の事例》 

国道２１３号（豊後高田市堅来） 

※１《道路標識の英語標記の適正化》 

（前）Spa →（後） Onsen 

《更新前》 《更新後》 

《更新前》 《更新後》 

《現在の状況》 

新城山香線梅ノ木南工区 

平成２８年度実施予定：県道塚原天間線外１５路線、延長約３６ｋｍ 

（平成２８年度実施予定：国道２１３号外、延長９００ｍ） 
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 発展を支える交通ネットワークの充実 第３節 

１ 広域道路ネットワークの構築 

●東九州自動車道・宇佐別府道路・大分空港道路 

・東九州自動車道・宇佐別府道路については、暫定２車線区間の４車線化に向け取組を推進

します。 

・大分空港道路については、４車線区間の延伸を進めます。平成２８年度から日出ＩＣ～安

岐ＩＣ間の一部区間を事業着手しました。 

・霧対策について国などの関係機関にＩＴＳ技術の活用等を働きかけるとともに、通行止め

時の迂回路の対策を検討します。 

●中九州横断道路 

・「朝地～竹田」間は、平成３０年度の開通目標に向けて、整備が進められています。 

・「竹田～阿蘇」間は、計画段階評価を進めるための調査が進められています。 

 
●中津日田道路 

・現在約２６ｋｍの区間（三光本耶馬渓道路（直轄権限代行）、耶馬溪道路、日田山国道路）

で整備を推進しています。 

●スマートＩＣ 

・由布岳スマートＩＣ及び別府湾スマートＩＣ（上り線）の整備により、利便性向上を推進

します。平成２８年度に由布岳スマートＩＣが完成する予定です。 

定時性・走行性に課題がある大分空港道路 
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●地域ネットワークの整備 

・幹線道路は、渋滞や交通安全上等の課題の多い箇所、インターチェンジへのアクセス道路等

の整備を進め、物流効率化や産業の発展、生活利便性の向上に寄与します。また、合併新市

中心と旧市町村中心を結ぶ道路等で未改良で残された区間や港湾とインターチェンジを結

ぶ道路等の整備を進めます。平成２８年度からは、新たに国道３８７号川底工区、成仏杵築

線大内工区などに事業着手しました。 

・異常気象時等においても地域間のネットワークを確保するため啓開ルート上ののり面崩壊対

策を平成２８年度は１２路線１３箇所で実施しています。 

  発展を支える交通ネットワークの充実 第３節 

２ 地域道路ネットワークの充実 

●中山間地域等の生活道路 

・既設の道路敷を利用した路肩改良

や側溝整備等の局所改善を平成

２８年度は県道 四浦日代線外約

１０箇所実施します。 

・災害時の通行止めにより、集落の

孤立が発生する可能性のある道

路について、道路のり法面対策を

推進します。平成２８年度は県道 

梶寄浦佐伯線等で実施していま

す。 

《路肩改良 実施事例》 

県道 山袋久々姥線（宇佐市大字木内） 

     

     

《道路のり法((落石)対策 実施事例》 

県道 梶寄浦佐伯線（佐伯市鶴見大字丹賀浦） 

《現在の状況》国道387号川底工区（玖珠町） 《現在の状況》成仏杵築線大内工区（杵築市） 

玖珠町、九重町の観光地へのアクセスが向上し、交流人口の
増加を図ります。 

周辺住民の生活道路の利便性向上や緊急避難場所へのアク
セス強化を図ります。 
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  発展を支える交通ネットワークの充実 第３節 

３ 海上輸送拠点の強化 

●港湾機能の強化 

現在、港内にフェリー、造船所、魚市場が

混在し、大型船入港時は小型船の航行が危

険な状態となっています。 

フェリーの大型化や船舶の安全な航行を

確保するため、新フェリーターミナルの整

備を実施しています。 

近年、砂・砂利を取り扱う船舶が大型化し

ており、既存公共埠頭の利用に際しては、

水深不足のため喫水調整を行い入港してい

ます。今後の船舶の大型化による貨物輸送

の効率化、地域産業の活性化に繋がる新た

な埠頭の整備を実施しています。 

●幹線道路と交通アクセスの向上 

物流の効率化と共に港周辺の渋滞緩和、安全性の向上、沿道環境の改善に寄与るため臨港道路

の整備を推進しています。 

臼杵港【下り松地区】 

国道１９７号 

臨港道路臨海産業道路 

臨港道路細馬場線 

〈大分港〉 

岸壁（-5.5m） 

耐震強化岸壁 

新フェリ－埠頭 

緑地 

平成 28年度実施予定 本体工 L=50m 平成 28年度実施予定 整地工 A=20,000m2 

平成 28年度実施予定 延長 L=300m 平成 28年度実施予定 延長 L=200m 

津久見港【堅浦地区】 
現在のフェリ－埠頭 
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１　県民参加型行政の推進

２　効率的・効果的な事業の推進

３　自然環境や周辺景観への配慮

４　人づくりの推進

第2章

取組に当たっての視点
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１．地域住民等と協働した土木建築行政の推進 

 ●地域住民との協働による県土づくり 

県土づくりにあたっては、地域の意見やニ 

ーズを取り入れ地域と協働した県民参加型行 

政を推進しています。 

 ●次世代を担う子どもたちへの啓発 

地域の将来を担う子供たちに土木・建築 

のすばらしさを伝える土木未来教室の実施 

を推進しています。平成２８年度は、２件 

の実施を予定しています。 

 ●ボランティア団体等との協働による地域活動 

地域住民にとって愛着の湧く社会資本整備 

を推進するとともに、防災や施設の維持管理 

も含めた、継続的な地域住民との協働体制を 

構築するため、土木未来チャレンジ事業など 

を活用しながら推進しています。平成２８年 

度は、３０件の実施を予定しています。 

 

２．県民の要請に対する迅速な対応 

河川・道路など県が管理する土木施設の損壊や倒木等の機能を阻害する要因の除去等、県民

の要請があればすぐに現場に駆けつけ、迅速に対応を図り、安心・安全な暮らしを支えていま

す。平成２７年度は５,０５９件（対前年比７.３％増）の要請に対応しており、うち８４%の

対応が年度内に完了しています。 

土木事務所では、災害発生時などに迅速な対応ができるよう、日頃から防災資機材を備蓄す

るなど地域防災力の向上につとめます。また、住民が行う河川清掃などを今後も継続できるよ

うにするため、スロープや階段の設置等により作業軽減を図り、地域活動をサポートします。 

                     

  取組に当たっての視点 第２章 

１ 県民参加型行政の推進 

【職員による倒木処理やオイルマット設置状況】 

【土木
と き

未来
め き

チャレンジ事業】 

【土木
と き

未来
め き

教室】 

【地域と協働の維持管理】 

（のり面の草刈り） 

【地域と協働の維持管理】 

（防災用土のうの設置） 

【作業場所へのアクセス改善による作業軽減】 

【砂防学習会】 

「砂防ダムが土石流から家

を守ってくれるんだ」 

【川の環境学習会】 

「どんな生き物がいるのか

な？」 
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１． 公共事業評価の実施 

社会経済情勢の変化に対応し、公共事業の効率性、透明性の向上を図るため、公共事業評

価を各段階で行い、適正な事業の執行に取り組んでいます。 

平成２８年度第１回目の事業評価監視委員会では、事前評価対象１件、再評価対象６件、

事後評価対象２件の９事業が審議され、各々の対応方針案について「妥当」であるとの審議

結果が知事あてに答申されました。 

  

 

 

２． 公共事業の価値向上 

 厳しい財政状況下で良質な社会資本を整備するため、コストと品質の両面を重視して、公

共事業の価値向上に取り組みます。また、コスト低減や機能・品質向上と合わせ、職員の意

識改革・技術力向上を図るため、ＶＥワークショップを職員主体で実施します。 

 

※ＶＥ（バリューエンジニアリング）…価値（＝機能／コスト）を向上させるための技術 

ＶＥが目指す価値向上 

 

      ＝ 

 

 

ＶＥワークショップ（平成２８年度） 

○設計ＶＥを２事業で実施予定 

３． 公共工事の品質確保 

平成２６年６月に改正された「公共工事の品質確保に関する法律」（改正品確法）におい 

○ ×(必要な機能が確保できない) 

→          

    →      

  取組に当たっての視点 第２章 

２ 効率的・効果的な事業の推進 

【事業評価監視委員会の状況】 【現地調査の状況】 

価 値 

機 能 

コスト 
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て、現在及び将来にわたる公共工事の品質確保とその担い手の中長期的な育成・確保のため

に発注者及び受注者が果たすべき責務が明確になりました。 

    改正品確法の主旨を踏まえた施策の展開と様々な制度の改正・運用に取り組んでいます。 

  平成２８年度における入札・契約制度の改正（平成２８年５月～） 

   ・最低制限価格及び低入札価格調査基準価格の算定式の改正 

     予定価格の概ね８７％から概ね８９～９０％へ引上げ。 

   ・低入札価格調査制度における失格基準の算定式の改正 

     予定価格の概ね７８％から概ね８０％へ引上げ。 

   平成２８年度における総合評価落札方式の改正点（平成２８年４月～） 

   ・同種工事の施工実績対象期間の変更 

    工期の長短による施工実績としての評価期間の差を解消する。 

   ・工事成績評定点の評価基準の変更 

     工事成績評定点の平均点の上昇により評価基準及び配点を変更。 

   ・自己採点方式の導入拡大（実績タイプ） 

     審査期間の短縮、事務軽減、ミス防止。 

   総合評価落札方式の試行状況（平成２８年４月～７月に開札したもの） 

   （１）対象工事 建築一式工事    ：予定価格１億円以上 

           建築一式工事を除く ：予定価格５千万円以上にて、原則実施 

    （２）試行件数 ２８件  

    ※平成２７年度の試行件数 １５７件 

 

４． 事業執行マネジメント 

 県民により早く施設を利用してもらうために、計画段階で完成目標を明確にし、着実に執

行できるよう必要な予算・執行管理を行います。 

特に、工事発注の平準化は、事業の

早期完成だけでなく、担い手の確保・

育成のためにも重要であるため重点

的に取り組みます。 

■県発注工事の平準化率（他部局含む） 

 平準化率＝各年度４～６月平均／年間平均 

 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

件数 ０．９６ ０．７８ ０．８２ 

金額 ０．９４ ０．８０ ０．８０ 

稼働金額・件数グラフ 

(Ｈ２５～Ｈ２７年度) 
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１． 豊かな自然環境への配慮 

大分県の豊かな自然環境を保全し、次世代に引き継いでいくため、公共事業の実施に当た

っては、事前に「環境影響評価法」や「大分県環境影響評価条例」に基づいて十分な対策を

検討するなど、自然環境の保全と調和に努めています。 

  法や条例の対象とならない比較的小規模な事業についても、「大分県環境配慮推進要綱」

に基づいて、環境に対する配慮に取り組んでいます。 

 また、上記の対象とならない小規模な道路・街路事業についても、「大分県自主的環境配

慮指針」を適用し、平成２７年度は８事業で取組を行っています。 

 

２． 循環型社会への対応 

 建設リサイクルを推進するにあたり、公共建設工事においては、対象となる建設廃棄物や

建設発生土などの、発生量の抑制、再利用、減量化を図り、適正に処理することが重要です。 

 そのため、県では、公共建設工事におけるリサイクル原則化ルールを定め、工事現場から

発生するコンクリートやアスファルト殻等の建設副産物を再資源化施設に搬出するなど、積

極的に再資源化に努めています。

 

 

３． 低炭素社会への対応 

 低炭素社会づくりへの推進に向けて、排出ガス対応型建設機械の対応を徹底するなど、二

酸化炭素などの温室効果ガスの排出抑制による温暖化の進行を緩和する取組を促進します。 

 

４． 周辺景観への配慮 

良好な景観は、国民共有の財産として次世代に継承していくため、公共事業の実施に当た

っては各事業区分のガイドライン等を参考に良好な景観形成に努めるとともに、関係機関や

地元関係者、専門家等と協力しながら景観への配慮に取組んでいます。 

 

現状 目標値※ 目標値
Ｈ２４年度実績 Ｈ２４年度目標 Ｈ３０年度目標

アスファルトコンクリート塊 ９９．７％ ９８％以上 ９９％以上
コンクリート塊 ９９．７％ ９８％以上 ９９％以上
建設発生木材 再資源化・縮減率 ８８．７％ ９５％以上 ９５％以上
建設発生土 有効利用率 ― ― ７８％以上

※「九州地方における建設リサイクル推進計画２０１４」に準拠

再資源化率

品目

  取組に当たっての視点 第２章 

３ 自然環境や周辺景観への配慮 
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1. 地域を守る建設産業の担い手の確保・育成 
担い手の確保・育成を推進するため、関係機関や建設業団体とも連携を図りながら、就労環境

の改善や建設産業のイメージアップに取り組んでいます。

 

「おおいた建設人材共有ネットワーク」による取組 

 次代を担う実践力と想像力を備えた建設人材を産学官が共同して育み、地域に定着・還元す

ることを通じて、建設産業の活性化と技術者・技能者の社会的地位の向上を図り、もって地域

社会の発展に寄与することを目的に設置したネットワーク組織を通じて下記の取組を行った。 

○講演会開催：「土木の魅力再発見セミナー」「大規模自然災害への備え」 

○高校生向け建設事業合同説明会、高校生向け建設業体験学習会（土木未来ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ参照） 

○ＰＲ動画の作成による建設業の魅力発信 

  

2. おおいた土木未来プラン２０１５を実現できる職員の育成 
 職員の「共通の価値観」として「行動指針」を規定した「土木未来宣言」を職員一人ひとり

がしっかりと心に留め、実践し、さらには組織が人を育て人が組織を育てる風土を継承しなが

ら、本プランを着実に進めていきます。 

専門知識や経験力の伝承と維持（技術力等の習得機会の確保） 

○職場研修：各出先機関で採用４年目までの職員を対象に１４９回開催予定（平成２８年度） 

○専門研修：必修科目１１講座、選択科目８講座、特別科目３講座を予定（平成２８年度） 

担
い
手
確
保
・育
成

●就労環境の改善
・社会保険未加入対策の推進（競争入札参加資格申請における加入義務化）
・労働時間短縮など雇用環境改善に向けた取組
・発注者としての取組（工事発注の平準化等）

●企業取組への支援
・企業経営力強化対策（セミナーの開催等）
・人材確保・育成支援（建設従事者の研修機会の拡大等）
・関係機関との連携（産学官連携の推進等）

●イメージアップ
・建設産業へのイメージアップ広報戦略（建設産業への就業促進のための広報）
・次世代を担う学生や子供たちへの啓発活動（現場体験学習等）

  取組に当たっての視点 第２章 

４ 人づくりの推進 

コンペの実施実
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１　豪雨災害対策

２　南海トラフ巨大地震対策

３　「九州の東の玄関口」の強化

４　大分都市圏交通円滑化対策

５　道路空間の再生（リボーン）

６　屋内スポーツ施設の建設

７　社会資本の集中的メンテナンス

８　建設産業の魅力発信

第3章

土木未来プロジェクト
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●玉来ダムの早期整備による治水効果の発現 

 H27 年度に転流トンネルが完成。現在、上流仮締切堤、工事用道路を施工しています 

 H28 年度中のダム本体工事着手に向けて準備を進めています。 

    第 3 章 

１ 豪雨災害対策 

 

●土砂災害警戒区域等の指定を加速し、警戒避難体制を早期構築 

・ 県内の土砂災害危険箇所は約２万箇所と多く、土砂災害警戒区域の指定による警戒避難

体制の構築が急務となっています。このため、指定に向けた基礎調査の予算・人員を増

強し、平成３１年度までの完了を目指しています。 

・ また、土砂災害警戒区域指定後の市町村による土砂災害ハザードマップの作成を支援す

るため、作成支援ソフトを開発し、平成２８年８月１８日（木）より運用開始しました。

今後は市町村への操作説明会を開催するなど、ソフトの活用によるハザードマップ作成

を促進し、警戒避難体制の充実・強化を図ります。 

玉来ダム完成予想図 

転流トンネル呑口 

現在の状況（Ｈ２８，７時点） 

ハザードマップ作成支援ソフト 
インターネットを介して土砂災

害警戒区域と避難所・避難路等を

合成し、短時間で容易にハザード

マップ作成を可能にしたもの。

（Ｈ２８年８月運用開始） 

【作成支援ソフト操作説明会】 
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                 「第一回大分港海岸護岸整備技術検討部会」の様子(平成 28年 8月 17日)  

 

●護岸の耐震化や強化による大分臨海部コンビナートの強靱化 

第３章 

２ 南海トラフ巨大地震対策 

切迫する南海トラフ巨大地震・

津波による大分臨海部への甚大な

被害を最小化し、地域住民の生

命・財産保護と企業活動を維持す

るため大分臨海部の防護機能の強

化を早期に図る必要があります。 

平成 28 年度は、護岸等の整備が

必要な箇所について、海岸保全区

域を指定作業中です。  

また、国・県を事務局とした「大

分港海岸護岸整備技術検討部会」

を開催し、専門家の意見を聞きな

がら、高潮や津波に対する効率的、

効果的な防護方法の検討を進めて

います。（平成 27 年度に 4回実施。

今年度は、第一回目を平成 28 年 8

月 17 日に開催） 

●最優先啓開ルートの橋梁耐震化・法面崩壊対策 

・公的機関・災害拠点病院等の広域的な防災拠点や救命活動に係る重要拠点を結ぶ「最優先啓

開ルート」において、平成３０年度までに道路法面崩壊対策を、平成３１年度までに橋梁の

耐震化を完了することを目標としています。本年度は別府湯布院線外、３箇所の道路法面対

策工事と、大在大分港線大在大橋外、１０橋の橋梁の耐震化工事を実施します。 

《道路法面崩壊対策》別府一の宮線（由布市湯布院町川上） 

《対策前》 《対策後(イメージ)》 
《イメージ》 

●道路啓開の確実な取り組み 

・大地震等により救命・救援活動を支える緊急輸送体制を早期に確保するための「道路啓開」

を行うにあたり、「だれが、どこで、いつまでに、どのようにして」といった活動手順を具体

的に定めた地区別実施計画を策定し、道路啓開の確実な実施に向けた取組を進めます。 

・本年度は、大分、別府、国東、中津、宇佐、豊後高田地区の計画を策定します。 

《橋梁耐震化工事》 
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第３章 

３ 「九州の東の玄関口」の強化 

●地域高規格道路の早期整備 

・東九州自動車道・宇佐別府道路・大分空港道路 

大分空港道路については、平成２８年度から日出ＩＣ～安岐ＩＣ間の一部区間で４車線区間

延伸に事業着手しました。 

・中九州横断道路 

 朝地～竹田間は平成３０年度の開通を目標に整備促進を、竹田～阿蘇間は早期事業化を目指

し調査促進を、それぞれ推進します。 

・中津日田道路 

 現在約２６km の区間（三光本耶馬渓道路、耶馬溪道路、日田山国道路）で整備を推進してい 

 ます。 

日田に向かって整備が進む中津日田道路 竹田までの整備が進む中九州横断道路 

大分県は、九州と本州・四国との間を結ぶフェリーの約８割が発着しており、海路と九州各

県を循環する陸路（高速道路）の結節点となることから、人の流れ、ものの流れの拠点として

大きな可能性を有しています。九州の東の玄関口という地理的優位性を生かし、人・物の流れ

を活性化させ、観光や産業振興を図ります。 

●拠点化に向けた港湾の整備 

・大分港大在地区 

平成 28 年 10 月からの新規ＲＯＲＯ船の就航に備え、埠頭用地の造成を行っています。 

・臼杵港下り松地区 

新フェリーターミナルの整備及び、緊急物資受け入れのための耐震岸壁の整備を行います。 

臼杵港 大分港(大在地区) 

埠頭用地の整備 
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●(都)庄の原佐野線 

第３章 

４ 大分都市圏交通円滑化対策 

大分市の中心市街地から東部地区間

では自動車交通量が多く、交差点や大分

川架橋部では慢性的に渋滞が発生して

います。このため、平成２０年度から大

分川を渡河する元町・下郡工区の事業を

進めております。 

今年度は、新大分川架橋（仮称）の工

事を引き続き実施します。また、国道１

０号と立体交差する橋梁の下部工等に

も着手し、平成２９年度の開通を目指し

て、整備を進めていきます。 

●国道４４２号（宗方拡幅） 

  大分市の宗方・稙田地区では、交通

量が多く、沿線には商業施設が多く立

地していますが、歩道が狭く途切れた

区間もあり、交通安全対策が課題とな

っています。 

  このため、平成２６年度から一部４

車線化と歩道設置の事業に着手しまし

た。平成２８年度は、用地買収を進め

ています。 

●国道１９７号（鶴崎拡幅） 

  大分市の志村～乙津間は自動車交通

量が多く、大野川を渡る橋梁部などでも

２車線しかなく、慢性的な渋滞が発生し

ています。 

  このため、平成２７年度から４車線化

の事業に着手しました。まずは、乙津工

区の整備を優先し、整備を進めていきま

す。 

元町橋梁（仮称） 

新大分川架橋（仮称） 橋梁上部工施工状況 

H28．5月時点 

新大分川架橋（仮称） 

大分市東部のボトルネック 

国道１０号跨道橋（仮称） 

まちなかの幹線道路で交通量が多く歩道整備が不十分 
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第３章 

５ 道路空間の再生（リボーン） 

●道路空間の再生（リボーン）とは 

道路の拡幅のほか、既存道路幅を利用し交通実態に合わせた幅員の再配分や無電柱化、歩

道舗装の再整備、街路樹の見直し、照明のデザインの統一、バリアフリー化などを実施し、

都市景観を踏まえた幹線道路の再整備を行います。 

国道１９７号（昭和通り）の県都の顔づくり 

国道 197 号（昭和通り：舞鶴橋西交差点～中春日交差点）において、県都の顔となる幹線

道路の再生（リボーン）に向けて、再整備の方針や通行区分のあり方、道路付属物等の意匠

などについて、協議会を設置して検討していただいております。 

国道５００号（別府市鉄輪地区）の無電柱化を推進 

景観を損なう電線や電柱 
整備後のイメージ 
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第 3章 

６ 屋内スポーツ施設の建設 

ラグビーワールドカップ２０１９へ向け

て、適切な工程管理を行い、早期完成へ向け

て整備を行っています。ラグビーワールドカ

ップ開催時には来場者の飲食スペース等と

しての活用を想定しています。 

また、大規模災害時には、隣接する大銀ド

ームとの連携を図り、現地調整所やＳＣＵ機

能として活用させ、防災機能の強化を図りま

す。 

屋内スポーツ施設

建設予定地 

屋内スポーツ施設のイメージパース図 

実施設計 

１１月 

本工事入札公告 

本契約 
４
月
竣
工 

ラグビーW杯 

  仮設工事 

①躯体工事 

②屋根工事 

③内装工事 

ラグビーW杯 

 9/20～11/2 

②屋根工事 ③内装工事 ①躯体工事 

（写真は全てイメージ） 
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第 3章 

７ 社会資本の集中的メンテナンス 

●長寿命化計画に基づいた橋梁補修 

高度経済成長期に建設された橋梁が全体の５割を越え、今後、高齢化に伴う老朽化橋梁が

急増することが懸念され、損傷が深刻化する前の軽微な状態のうちに予防保全型の対策を行

っていく長寿命化計画に基づき、事業を実施しています。 

平成２１年度から平成２５年度までに実施した１巡目の橋梁定期点検の結果から健全性

の診断を行い、早期対策が必要な橋梁を選定しています。 

早期対策が必要な橋梁の対策率 

橋梁の損傷・補修事例 

ひび割れ注入状況（中村鬼瀬停車場線：篠原橋） 鉄筋露出状況（山香院内線：境橋） 

●早期対策が必要な橋梁の対策率 

1 巡目定期点検の結果から健全性

の診断を行い、対策が必要な橋梁は

８１５橋となっており、平成２７年

度までに３３６橋の対策が完了し

ています。 

平成２８年度については、緊急措

置が必要なⅣ判定の１７橋と早期

対策が必要なⅢ判定の１４３橋の

対策完了を目標としており、対策率

としては６０．９％になる見込みで

す。 
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第 3章 

８ 建設産業の魅力発信 

●地域の安心・安全を支える建設産業のイメージアップ 

建設産業は、地域の安心・安全を支え、快適な社会を構築するためには欠かせない重要な産

業ですが、近年は若年入職者の減少が著しく、建設産業の魅力を伝えるイメージアップの取

り組みを進めています。 

【高校生向け建設現場体験学習会】 産学官の連携の取組の１つと

して、県内の土木・建築を学ぶ

高校生を対象に現場体験学習

会を開催しています。 

ドローンによる写真測量やＩ

ＣＴ建機による最先端の情報

化施工技術を学びました。（県

内 4校が参加予定） 

土木のことをもっと知ってもらうために小学

生とその保護者を対象としたバスツアーを行

っています。 

H27.11.14（土）稲葉川ダムや大分川ダムの工

事現場などで開催しました。 

今年度は、H28.11.12（土）に中津日田道路の

トンネル掘削現場などの工事現場の見学会を

開催する予定です。 

【親子と土木のふれあい見学会】 

 

  

【土木未来教室などの現場体験学習】 

小学生（竹田）転流トンネル現場体験 土砂災害の学習（豊後大野） 

各土木事務所において、

地域の小学生などを対

象に実際の工事現場で

建設産業の重要性など

を知ってもらう活動を

実施しています。 

ドローンによる写真測量 振動ローラーの自動運転デモ 
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